
日
本
の
景
気
動
向
指
数
の

「
一
致
指
数
」の
問
題
点

　

内
閣
府
は
、
わ
が
国
の
景
気
の
現
状

を
判
断
す
る
指
標
と
し
て
景
気
動
向
指

数
（「
一
致
指
数
」）
を
毎
月
公
表
し
て

い
る
。
景
気
動
向
指
数
の「
一
致
指
数
」

は
、
景
気
が
良
く
な
っ
て
い
る
（
あ
る

い
は
悪
く
な
っ
て
い
る
）
と
き
に
そ
の

と
お
り
に
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
10

個
の
指
標
を
合
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

理
論
的
と
い
う
よ
り
は
、
実
務
的
に
み

て
景
気
の
現
状
を
的
確
に
表
現
す
る
指

標
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
。
景
気
動

向
指
数
が
用
い
ら
れ
て
き
た
背
景
に
は
、

国
際
基
準
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
い
る

Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
が
四
半
期
単
位
の
た
め
、

月
々
の
動
き
を
補
完
す
る
面
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
２
〜
３
年
は
両
者
の
食

い
違
い
が
無
視
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。

以
前
は
景
気
動
向
指
数
の
「
一
致
指
数
」

と
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
大
体
同
じ
よ
う
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
変
化
し
て
い
た
が
、
２
０

１
５
年
頃
か
ら
は
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
均

し
て
み
れ
ば
右
肩
上
が
り
の
増
加
を
続

け
て
き
た
が
、
景
気
動
向
指
数
は
横
ば

い
圏
内
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

図
表
１
は
、
景
気
動
向
指
数
の
「
一

致
指
数
」
と
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
、
と
も
に

２
０
１
０
年
＝
１
０
０
の
指
数
で
比
較

し
た
も
の
で
あ
る
。
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
２

０
１
４
年
７
〜
９
月
期
を
底
に
増
加
を

続
け
、
16
年
10
〜
12
月
期
ま
で
の
約
２

年
間
で
＋
３
・
５
％
増
加
し
た
。
と
こ

ろ
が
景
気
動
向
指
数
の
「
一
致
指
数
」

は
最
近
に
至
り
上
昇
し
て
い
る
が
、
少

し
前
ま
で
は
む
し

ろ
低
下
気
味
で
あ

っ
た
。

　

同
じ
よ
う
に
日

本
の
景
気
の
現
状

を
示
す
は
ず
の
指

標
が
な
ぜ
こ
れ
ほ

ど
異
な
っ
た
動
き

に
な
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
だ
け

差
の
開
い
た
状
態

が
続
く
と
、
そ
も

そ
も
景
気
動
向
指

数
の「
一
致
指
数
」

を
景
気
の
現
状
を
あ
ら
わ
す
指
標
と
考

え
て
い
い
の
か
、
と
い
っ
た
点
も
不
安

に
な
っ
て
く
る
。

　

景
気
動
向
指
数
の
「
一
致
指
数
」
は
、

鉱
工
業
生
産
指
数
、生
産
財
出
荷
指
数
、

耐
久
消
費
財
出
荷
指
数
、
投
資
財
出
荷

指
数
等
の
合
計
10
個
の
指
標
を
統
計
的

に
Ｃ
Ｉ
（
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
・
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
）
の
形
で
合
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｃ
Ｉ
と
い
う
の
は
、
合
成
し
た
数
字
の

「
水
準
」
に
も
意
味
を
持
つ
よ
う
に
作

っ
た
指
数
で
、「
変
化
」
の
方
向
だ
け

を
あ
ら
わ
す
Ｄ
Ｉ
（
デ
ィ
フ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）
よ
り
も
優
れ
た

指
標
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
10
個
の
指
標
を
個
別
に
検

証
し
て
み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

あ
る
こ
と
に
気
が
付
く
。
そ
れ
を
整
理

し
た
の
が
図
表
２
で
あ
る
。

　

第
１
の
問
題
点
は
、
景
気
動
向
指
数

の
「
一
致
指
数
」
を
構
成
す
る
10
個
の

指
標
の
う
ち
５
個
が
製
造
業
に
偏
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
同
図
表
の 

①
の
グ
ル
ー
プ
）。
か
つ
て
は
製
造
業

が
作
り
だ
す
価
値
の
ウ
ェ
イ
ト
が
圧
倒

的
に
高
く
（
１
９
７
０
年
55
・
３
％
）、

加
え
て
非
製
造
業
（
第
３
次
産
業
）
が

作
り
出
す
価
値
の
量
を
あ
ら
わ
す
適
切

な
指
標
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
製
造

業
の
指
標
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
で
は
製
造
業
が
作
り
出

す
価
値
の
ウ
ェ
イ
ト
は
18
・
５
％
ま
で

実質GDP
景気動向指数の「一致指数」（右軸）
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86
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100
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108

95 97 99 01 03 05 07 09 11 13 15（年）

2010年＝100

相関係数：0.570（注）

図表 １　実質ＧＤＰと景気動向指数の「一致指数」

（注） 一般に相関係数は0.4を下回ると「相関がない」、0.4～0.9は
「相関が弱い」、0.9以上だと「相関が強い」とされている。
データ出所：内閣府

　内閣府が発表している実質GDPは、このところ多少のアップダウンを伴いながらも緩やかに
増加を続けている。しかし、同じ内閣府が発表している景気動向指数の「一致指数」はこの
2年間低迷を続けていた。なぜ実質GDPと景気動向指数の間に乖離があるかというと、原因
は景気動向指数を構成する指標が製造業に偏っていることなどにある。そこで、GDP統計の
基本に立ちかえって新たな景気一致指数を日米で作り、両国の経済の特徴について考えてみた。

新たな景気一致指数から見た日米経済



低
下
し
た
（
２
０
１
４
年
）。
そ
れ
に

も
拘
ら
ず
、
太
宗
を
占
め
る
非
製
造
業

の
指
標
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
に
景
気
を

判
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
製
造
業
の
５
つ
の
指
標
と
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
相
関
の
度
合
い
（
相
関
係

数
）
を
四
半
期
デ
ー
タ
で
計
測
し
て
み

る
と
、
鉱
工
業
生
産
指
数
と
生
産
財
出

荷
指
数
に
相
関
は
認
め
ら
れ
な
い
。
耐

久
消
費
財
出
荷
指
数
、
投
資
財
出
荷
指

数
、
中
小
企
業
出
荷
指
数
（
製
造
業
）

も
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
の
相
関
は
弱
い
。

　

第
２
の
問
題
点
は
、
卸
売
業
と
小
売

業
の
商
業
販
売
額
（
同
図
表
の
②
の
グ

ル
ー
プ
）
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割
を
占
め
る

個
人
消
費
の
重
要
指
標
で
あ
る
が
、
⑴

物
価
変
動
を
除
去
し
た
実
質
値
で
は
な

く
名
目
ベ
ー
ス
の
販
売
額
を
使
っ
て
い

る
、
⑵
水
準
を
示
す

も
の
で
は
な
く
前
年

比
変
化
率
で
あ
る
、

⑶
商
業
販
売
額
に
は

輸
入
品
も
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
国
内
消

費
の
現
状
を
み
る
こ

と
が
で
き
な
い
な
ど

の
問
題
が
あ
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
新
た
な

景
気
一
致
指
数

　

こ
の
よ
う
に
景
気

動
向
指
数
の
「
一
致

指
数
」
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

統
計
の
基
本
に
戻

り
、
以
下
の
４
つ
の

指
標
を
使
っ
て
新
た

な「
景
気
一
致
指
数
」

を
作
っ
て
み
た
。
使

用
し
た
指
標
は
、
鉱
工
業
生
産
指
数
、

第
３
次
産
業
活
動
指
数
、
実
質
営
業
利

益
（
営
業
利
益
を
物
価
で
割
っ
た
実
質

値
）
お
よ
び
常
用
雇
用
者
数
で
あ
る
。

４
つ
の
指
標
は
最
小
二
乗
法
に
基
づ
く

回
帰
式
に
よ
っ
て
合
成
し
た
。

　

な
ぜ
こ
の
４
つ
の
指
標
が
適
当
で
あ

る
か
と
い
う
と
、
図
表
３
に
あ
る
よ
う

に
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
に
お
い
て
は
、①
「
生

産
」
さ
れ
た
金
額
は
「
支
出
」
さ
れ
た

金
額
と
等
し
く
、
②
「
支
出
」
さ
れ
た

金
額
は
「
分
配
」
さ
れ
た
金
額
と
等
し

く
、 

③
「
分
配
」
さ
れ
た
金
額
は
「
生

産
」
さ
れ
た
金
額
と
等
し
い
か
ら
で
あ

る
（
こ
う
し
た
関
係
は
「
３
面
等
価
の

原
則
」
と
呼
ば
れ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
作
成

の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
）。

　

そ
し
て
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
「
支
出
」

面
の
消
費
、
投
資
、
政
府
支
出
、
純
輸

出
（
＝
輸
出
–
輸
入
）
等
を
推
計
し
、

合
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
て

い
る
。

　

他
方
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、「
生
産
」

面
で
は
製
造
業
の
生
産
額
と
非
製
造
業

の
生
産
額
の
合
計
額
と
等
し
く
、「
分

配
」
面
で
は
実
質
営
業
利
益
と
実
質
雇

用
者
報
酬
（
常
用
雇
用
者
数
に
相
当
）

の
合
計
額
と
等
し
い
。

　

し
た
が
っ
て
、「
生
産
」
面
の
鉱
工

業
生
産
指
数
と
第
３
次
産
業
活
動
指

数
、「
分
配
」
面
の
実
質
営
業
利
益
と

常
用
雇
用
者
数
を
使
え
ば
、
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
に
近
い
数
値
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
景
気
一
致
指
数
の

考
え
方
は
単
純
で
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

と
の
密
接
度
合
い
は
飛
躍
的
に
強

く
な
る
。

　

次
頁
の
図
表
４
は
、
今
回
作
っ

た
景
気
一
致
指
数
を
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

と
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
多
く
の

期
間
で
ほ
と
ん
ど
同
じ
タ
イ
ミ
ン

グ
で
変
化
し
、
水
準
と
い
う
点
で

も
ま
ず
ま
ず
で
あ
る
。
こ
の
指
標

は
、
図
表
下
の
回
帰
式
に
あ
る
よ

う
に
、
鉱
工
業
生
産
指
数
が
１
・

０
％
変
化
し
た
と
き
に
は
平
均
的

に
は
０
・
０
５
４
倍
、
第
３
次
産

業
活
動
指
数
が
変
化
し
た
と
き
に

図表２　景気動向指数「一致指数」に用いられている10指標とその評価

データ出所：内閣府

図表 ３　実質GDPと4つの指標の関係

製 造 業＝鉱工業生産指数
非製造業＝第３次産業活動指数生産

実質GDPは個別項目を
推計して作成される

支出

（個別項目）
消　　費
投　　資
政府支出
純 輸 出 等

分配
企　業≒実質営業利益
労働者＝実質雇用者報酬
　　　  （≒常用雇用者数）

GDPの
3面等価の原則

図表２　景気動向指数「一致指数」に用いられている10指標とその評価

データ出所：内閣府

図表２　景気動向指数「一致指数」に用いられている10指標とその評価

データ出所：内閣府

評価 相関係数 その他の問題点

①製造業に偏った5指標 

鉱工業生産指数
生産財出荷指数
耐久消費財出荷指数 
投資財出荷指数 
中小企業出荷指数（製造業）

×
×
×
×
×

0.076
0.293
0.385
0.583
0.438

実質GDPとの相関がない
〃

実質GDPとの相関が弱い
〃
〃

②名目値で、しかも前年比の２指標 

商業販売額（小売業）
商業販売額（卸売業）

×
×

0.028
0.570 

実質GDPとの相関がない
実質GDPと逆相関

①、②を除く３指標

営業利益（全産業）
有効求人倍率
所定外労働時間指数（調査産業計）

△
○
○

0.873
0.931 
0.839

相関はまずまずだが実質値ではない
実質GDPとは高い相関がある
実質GDPとの相関はまずまず

相関はまずまずだが実質値ではない

重複感

相関はまずまずだが実質値ではない
実質GDPとは高い相関がある
実質GDPとの相関はまずまず

相関はまずまずだが実質値ではない相関はまずまずだが実質値ではない
実質GDPとは高い相関がある
実質GDPとの相関はまずまず 重複感

相関はまずまずだが実質値ではない相関はまずまずだが実質値ではない
実質GDPとは高い相関がある
実質GDPとの相関はまずまず
実質GDPとは高い相関がある
実質GDPとの相関はまずまず 重複感｝



は
０
・
８
８
５
倍
、
実
質
営
業
利
益
が

変
化
し
た
と
き
に
は
０
・
０
４
０
倍
、

常
用
雇
用
者
数
が
変
化
し
た
と
き
に
は

０
・
１
５
６
倍
変
化
す
る
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　

景
気
一
致
指
数
を
作
る
こ
と
の
メ
リ

ッ
ト
は
次
の
３
点
で
あ
る
。

　

第
１
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
景
気
一
致
指

数
の
内
訳
で
あ
る
４
つ
の
指
標
の
影
響

度
合
い
を
寄
与
度
の
形
で
計
算
で
き
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
し
た
の
が
図

表
５
で
、
こ
の
と
こ
ろ
の
景
気
一
致
指

数
の
上
昇
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え

た
の
は
第
３
次
産
業
活
動
指
数
で
あ
っ

た
。
実
質
営
業
利
益
と
常
用
雇
用
者
数

も
ほ
ぼ
同
じ
度
合
い
で
全
体
を
押
し
上

げ
た
が
、
鉱
工
業
生
産
指
数
の
影
響
は

小
さ
か
っ
た
。

　

第
３
次
産
業
の
活
動
を
押
し
上
げ
た

の
は
医
療
、
金
融
、
通
信
、
介
護
、
運

輸
、
不
動
産
賃
貸
、
貨
物
運
送
、
医
療

品
卸
な
ど
で
あ
っ
た
。
高
齢
化
に
伴
っ

て
病
院
や
介
護
事
業
の
活
動
が
活
発
化

し
、
そ
こ
で
処
方
さ
れ
る
医
薬
品
な
ど

が
求
め
ら
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
に
伴
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

が
進
み
、
そ
れ
が
通
信
業
界
を
活
性
化

さ
せ
、
物
流
面
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
に
関
わ
る
商
品
輸
送
を
活
発
化
さ

せ
た
。
企
業
収
益
や
常
用
雇
用
者
数
の

増
加
も
、
こ
れ
ら
の
業
種
の
活
動
水
準

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。

　

第
２
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
元
に
な
る
デ

ー
タ
は
月
次
デ
ー
タ
と
し
て
入
手
で
き

る
の
で
、
四
半
期
デ
ー
タ
で
作
っ
た
回

帰
式
に
あ
る
係
数
（
先
の
鉱
工
業
生
産

指
数
の
０
・
０
５
４
な
ど
の
係
数
）
を

使
え
ば
月
次
で
も
景
気
一
致
指
数
を
計

算
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
四
半
期
に
１
回
し
か
公
表
さ
れ
な
い
。

月
次
で
も
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
近
い
指
標
が

で
き
れ
ば
そ
れ
だ
け
現
状
を
的
確
に
掴

む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
図
表
６
で
、

２
０
１
３
年
以
降
の
月
次
の
指
数
と
、

そ
の
加
重
平
均
値
を
描
い
て
み
た
。
２

０
１
５
年
に
入
っ
て
か
ら
は
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
が
大
き
い
た
め
、
生
の
デ
ー
タ
で

は
趨
勢
的
な
動
き
が
見
極
め
に
く
い
が
、

加
重
平
均
値
に
す
る
と
16
年
に
入
っ
て

か
ら
は
均
し
て
み
る
と
ほ
と
ん
ど
毎
月

上
昇
を
続
け
て
き
た
の
が
分
か
る
。

　

第
３
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

と
景
気
一
致
指
数
が
緊
密
な
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
景
気
判
断

に
お
け
る
無
用
な
混
乱
を
避
け
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
内

閣
府
が
公
表
し
て
い
る
景
気
動
向
指
数

は
、
冒
頭
で
見
た
よ
う
に
、
こ
の
と
こ

ろ
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
の
乖
離
が
無
視
で
き

な
く
な
っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
が
本
当
の

景
気
を
あ
ら
わ
す
指
標
な
の
か
分
か
ら

な
い
状
態
に
あ
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
は
日

本
経
済
全
体
の
生
産
活
動
を
網
羅
し
、

国
際
基
準
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
い
る

の
で
最
も
適
当
な
景
気
指
標
の
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
を
公
表

し
て
い
る
内
閣
府
が
景
気
動
向
指
数
も

公
表
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
景
気
の

山
・
谷
を
判
定
・
公
表
し
て
い
る
。
景

気
の
山
・
谷
の
判
定
会
議
（
景
気
動
向

指
数
研
究
会
）
に
は
著
名
な
経
済
学
者

も
何
人
か
参
加
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
人
々
は
、「
景
気
は
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
で
は
分
か
ら
ず
、
景
気
動
向
指
数
に

よ
っ
て
し
か
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
も
専
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鉱工業生産指数
実質営業利益（右軸）
常用雇用者数（右軸）

（回帰式）
景気－致指数＝鉱工業生産指数×0.054＋第3次産業活動指数×0.885＋
　　　　　　　　 （ｔ値：1.2）　　　　　　　　（ｔ値：9.3）
　　　　　　　 実質営業利益×0.040＋常用雇用者数×0.156－13.379
　　　　　　　　（ｔ値：3.0）　　　　　　（ｔ値：1.8）　　　（ｔ値：1.2）
計測期間：2010年1-3月期～16年10-12月期、決定計数：0.971、DW：1.93
データ出所：内閣府、経済産業省、厚生労働省、財務省

図表 4　日本の景気一致指数と実質GDP（四半期）

図表 5　日本の景気一致指数を構成する指標の寄与度（四半期）

データ出所：内閣府、経済産業省、厚生労働省、財務省

図表 ６　日本の月次の景気一致指数

（注） 加重平均のウェイト：前月１、当月２、翌月１（最新月の翌月のみ０）。
データ出所：内閣府、経済産業省、厚生労働省、財務省



門
家
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
」
と
考

え
て
も
不
思
議
は
な
い
。

　

し
か
し
、「
実
は
現
行
の
景
気
動
向

指
数
は
、
元
に
な
っ
て
い
る
指
標
が
製

造
業
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
景

気
の
現
状
を
正
確
に
反
映
し
て
い
な
い
。

正
し
い
指
標
は
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
方
で
あ

っ
て
、
そ
れ
に
近
い
指
標
を
月
次
で
作

る
こ
と
も
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
優
劣
は
は
っ
き
り
し
、「
景
気
判

断
を
巡
る
混
乱
」
は
大
分
解
消
す
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
新
た
な

景
気
一
致
指
数

　

ま
た
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
他
国
で

も
同
じ
よ
う
な
方
法
で
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に

近
い
指
標
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
そ

こ
で
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
も
同
じ
考
え

方
に
立
っ
て
新
た
に
「
景
気
一
致
指
数
」

を
作
っ
て
み
た
。

　

そ
れ
が
図
表
７
で
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と

景
気
一
致
指
数
は
日
本
よ
り
も
は
る
か

に
緊
密
で
、「
一
致
し
て
い
る
」
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
良
く
似
て
い
る
。
用
い
た

指
標
は
、
鉱
工
業
生
産
指
数
、
個
人
消

費
サ
ー
ビ
ス
指
数
（
日
本
の
第
３
次
産

業
活
動
指
数
に
相
当
）、
実
質
営
業
利

益
、
お
よ
び
雇
用
者
数
の
４
指
標
で
あ

る
。
図
下
の
回
帰
式
を
み
る
と
、
最
も

影
響
力
が
あ
る
の
は
雇
用
者
数
で
あ
る
。

な
ぜ
雇
用
者
数
の
影
響
が
大
き
い
か
と

い
う
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
生
産
活
動
の

変
化
に
対
応
し
て
簡
単
に
労
働
者
を
解

雇
し
、
必
要
に
応
じ
て
速
や
か
に
採
用

す
る
雇
用
制
度
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
（
勤
続
年
数
の
短
い
順
に
補
償
金

を
受
け
取
っ
て
解
雇
さ
れ
、
採
用
時
に

は
勤
続
期
間
が
長
い
順
に
採
用
さ
れ
る
。

こ
れ
を
「
先
任
権
制
度
」
と
い
う
）。

　

寄
与
度
の
形
で
あ
ら
わ
し
た
図
表
８

で
み
て
も
、
雇
用
者
数
の
増
加
が
最
も

大
き
く
影
響
し
て
き
た
の
が
わ
か
る
。

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
２
０
１
０
年
か
ら
16
年

７
〜
９
月
期
ま
で
に
＋
13
・
１
％
増
え

た
。
こ
の
う
ち
雇
用
者
数
に
よ
る
影
響

（
寄
与
度
）
は
＋
８
・
１
％
と
約
６
割

を
占
め
、
次
い
で
個
人
消
費
サ
ー
ビ
ス

指
数
＋
３
・
９
％
、
鉱
工
業
生
産
指
数

＋
０
・
９
％
、
実
質
営
業
利
益
＋
０
・

５
％
の
順
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
は
、
経
済
指
標
の
中
で
雇
用

統
計
が
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
も
こ
れ
を
見
る
と
納
得
が
い
く
。

ま
た
、
現
在
ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領
が
雇

用
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
の
活

力
を
高
め
る
こ
と
を
標
榜
し
て
い
る
の

も
的
を
射
た
政
策
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て

Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
の
基
本
に
立
ち
か
え
り
、

生
産
面
と
分
配
面
で
要
と
な
る
４
つ
の

指
標
を
使
っ
て
新
た
な
景
気
一
致
指
数

を
作
り
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
両
国
経

済
の
特
徴
を
見
て
き
た
。

　

同
種
の
４
つ
の
指
標
を
用
い
て
い
る

に
も
拘
わ
ら
ず
、
日
本
の
景
気
一
致
指

標
と
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
緊
密
度
は
ア
メ
リ

カ
に
比
べ
て
見
劣
り
し
て
い
る
。
原
因

が
景
気
一
致
指
数
の
側
に
あ
る
と
す
れ

ば
、
お
そ
ら
く
変
動
が
最
も
大
き
い
第

３
次
産
業
活
動
指
数
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
同
指
数
は
、
推
計
の
難
し
さ
も
あ

り
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
高
い
市
民
権
を

得
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
経

済
を
考
え
る
場
合
に
は
第
３
次
産
業
の

活
動
状
態
を
正
確
に
掴
む
こ
と
は
不
可

欠
で
あ
る
。
同
指
標
の
更
な
る
精
緻
化

を
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
本
ペ
ー
パ
を

機
に
、
既
存
の
景
気
動
向
指
数
が
見
直

さ
れ
、
よ
り
適
切
な
「
景
気
判
断
」
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
い
た
い

も
の
で
あ
る
。

（
㈱
京
都
総
合
経
済
研
究
所

東
京
経
済
調
査
部
長
　
村
山
晴
彦
）
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（回帰式）
景気一致指数＝鉱工業生産指数×0.100＋個人消費サービス指数×0.357＋
　　　　　　　　 （ｔ値：2.8）　　　　　　　　 （ｔ値：4.1）
　　　　　　　 実質営業利益×0.040＋非農業部門雇用者数×0.716－21.574
　　　　　　　　（ｔ値：3.3）　　　　　　　  （ｔ値：8.9）　　　　　 （ｔ値：11.3）
計測期間：2010年1-3月期～16年7-9月期、決定計数：0.998、DW：1.48
データ出所：米商務省、米労働統計局

図表 ７　アメリカの景気一致指数と実質GDP（四半期）

図表 ８　アメリカの景気一致指数を構成する指標の寄与度（四半期）

データ出所：米商務省、米労働統計局


